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口頭発表 | [共通セッション] データ連携とプロセス改革

2025年9月12日(金) 9:00 ~ 10:20 3階 D2（熊本城ホール）

データ連携とプロセス改革(1)

座長：上田 浩章（八千代エンジニヤリング）

9:40 ~ 9:50

[CS17-05] 合成床版パネル詳細図・スタッド配置図の自動作図システムの開発

*廣岡 拓海1、片野 俊一1、天羽 健太郎1、柿市 拓巳1、青野 梨紗2、秋田 亜也2 (1. JFEエンジニアリ
ング（株）、2. 有限会社アイエムジー)
キーワード：合成床版、主桁スタッド、自動作図、BIM/CIMモデル、省力化

鋼橋設計分野でBIM/CIM化が進む中、合成床版は各社が独自製品を持つため自動化が遅れて
いる。そこで、合成床版パネル詳細図とスタッド配置図の自動作図システムを開発した。従

来は手作業でCAD作図を行っていたため、作業者のスキルに依存し、修正作業も煩雑であ
り、3Dモデルとの整合性確認も必要であった。新システムでは、線形情報のExcelデータを
インポートし、部材や孔の形状・配置情報を入力することで、2D図面と3Dモデルを自動生
成できる。実工事への適用では、2～5主桁の非合成少数鈑桁橋において、パネル詳細図とス
タッド配置図の作図時間を43.2%（2,625時間）削減できた。



合成床版パネル詳細図・スタッド配置図の自動作図システムの開発 
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１．はじめに 

鋼橋の設計分野では，近年 BIM/CIM システムの開発

が進んでおり，自動作図により効率的に 3 次元モデル

を作成することが可能となりつつある 1)．鋼桁や付属物

で自動化が進む一方で，合成床版については橋梁メー

カー各社がそれぞれの製品を保有しているため，作図

の自動化は進んでいない．そこで筆者らは，合成床版パ

ネル詳細図及び主桁上フランジのスタッド配置図の作

成を支援する自動作図システムを開発した．本稿では

そのシステムについて述べる． 

２．合成床版パネルの自動作図システムの開発 

（１） 従来の作図方法 

従来方法では，CAD ソフトを用いて以下の手順で合成

床版パネルの図面を作成している. 

1. パネル継手，突起付き T 形鋼（補強リブ兼ずれ止

め），排水桝等の位置を決め，線形情報を作成する. 

2. 線形情報をもとに全パネルを並べた全体平面図を

作成し，部材や孔を反映する. 

3. 全体平面図から 1 パネル毎の平面図を切り出して

図面に配置し，断面図，側面図，寸法線を追加する. 

4. 図面にディテールの拡大図や注記を追加する. 

従来方法の課題として以下の 3 点が挙げられる.  
課題①：作図に CAD ソフトを用いるため，図面の精度と

作業時間が作業者のスキルに依存する. 

課題②：作図条件が変わった場合，該当図面を手作業で

修正する必要がある. 

課題③：3D モデルが必要な場合は，別途作成した上で

図面との整合確認が必要となる. 

（２） 自動作図システムを用いた作図方法 

上記の課題に対し，数値入力により合成床版パネル

図面と 3Dモデルとを自動作図できるソフトを開発した. 

まず図面の出力について，システムによる方法と従

来方法の比較を表 1 に示す. STEP-0～1 は従来と同様

である. STEP-2～3 では，線形情報の Excel データをソ

フトにインポートし，図 1 に示すように部材や孔の形

状・配置情報を入力することで，任意のパネルの平面・ 

 

断面・側面図を出力できる.これらの図には，入力情報

に基づいて部材や孔が配置され，寸法が記載される（図

2）. STEP-4 のディテールの拡大図や注記の追加は，従

来と同様に手作業で行う必要がある.排水桝の移動な

ど作図条件が変わった場合は，ソフト上で該当パラメ

ータを変更するだけで反映できる. 

また，3D モデルも出力できる（図 2）.ソフトから出

力される図面と 3Dモデルは同一の数値情報に基づき自

動で作成されているため，両者の整合性が保証される. 

表 1 合成床版パネル詳細図の作図方法の比較 

 

従来方法 自動作図システムを用いた方法

STEP-0
設計
計算

作図方針の決定
（パネル継手・突起付きT形鋼位置等）

－ －

STEP-1
作図
準備

線形情報の作成 別ソフトを使用 別ソフトを使用

STEP-2 部材や孔の反映 手作業による作図 システム入力による自動作図

STEP-3 平面・断面・側面図と寸法線の追加 手作業による作図 システム入力による自動作図

STEP-4 ディテールの拡大図や注記の追加 手作業による作図 手作業による作図

作図

 
図 1 ソフトへの数値入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 ソフトから出力される図面・3D モデル 

キーワード 合成床版，主桁スタッド，自動作図，BIM/CIM モデル，省力化 
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３．スタッド配置図の自動作図システムの開発 

（１）従来の作図方法 

スタッド配置図の従来の作図方法を表 2 に示す．従

来方法では，全ての作図作業を CAD ソフトにより手作

業で行っており，多くの作図時間を要していた．一方で，

主桁図及び合成床版パネル割付図が完成しなければス

タッド配置の作図に着手できないため，鋼桁の製作工

程との兼ね合いから，作図時間の短縮が課題となって

いた．手作業による作図方法において，時間がかかる要

因としては主に以下の 3 点が挙げられる． 

要因①：スタッド群の向きの設定 

スタッド群は主桁ラインに対して直角に配置するの

が基本であるが，曲線橋等の線形が複雑な場合は，１箇

所ずつ角度を設定して配置しなければならず，作図に

時間を要する． 

要因②：干渉箇所の調整 

主桁上フランジには，ずれ止めの頭付きスタッドジ

ベルの他に，合成床版のパネル押さえ金具や支持金具，

架設用吊金具等が配置される．これらが干渉しないよ

うに配置しなければならず，配置調整に時間がかかる． 

要因③：寸法線の作図 

図面としての体裁を整えるため，寸法線を描く必要

があるが，部材数が多く，作図に時間を要する． 

（２）自動作図システムを用いた作図方法 

スタッド配置図の作図時間を短縮するため，自動作

図システムを開発した．作図方法を表 2 に示す．本シス

テムでは，必要な情報をソフトへ入力し，ソフトから

AutoCAD へ作図指示を出すことで，効率的な作図を可能

にしている．特に，表 2 の STEP-4 及び 5 において，上

述の要因①の向きの調整が自動化され，要因②につい

てもソフトの数値入力で容易に調整可能となる．また，

STEP-6 の寸法線も自動作図されるため，大幅な作図効

率化を図ることができる． 

一例として，頭付きスタッドジベルのソフト入力画

面を図 3 に示す． 

４．おわりに  

 本システムを 2～5主桁の非合成少数鈑桁橋の実工事

で適用した.作図時間の削減効果を表 3 に示す。パネル

詳細図とスタッド配置図の合計で 43.2%（2,625 時間）

の省力化効果が得られた.従来方法については，過去実

績に基づく想定時間を示しているが，経験の浅い作業

者が作図した場合ではさらに大きな効果が期待できる. 
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表 2 スタッド配置図の作図方法の比較 

 

従来方法 自動作図システムを用いた方法

STEP-0
設計
計算

作図方針の決定
（スタッド列数・最大間隔等）

－ －

STEP-1 主桁上フランジ全体平面図の作成 手作業による作図 手作業による作図

STEP-2 線形情報の入力 － システムへ線形情報の入力

STEP-3 各種ブロックの作成 手作業による作図 システム入力による自動作図

STEP-4 全体平面図へのブロックの配置 手作業による作図 システム入力による自動作図

STEP-5 各部材の干渉箇所の調整 手作業による作図 システム入力による自動作図

STEP-6 寸法線の作図 手作業による作図 システム入力による自動作図

STEP-7 図面レイアウト 手作業による作図 手作業による作図

作図
準備

作図

 
図 3 スタッド配置作図ソフトの入力画面の一例 

表 3 作図時間の削減効果 

 

合成床版
パネル

スタッド
配置図

合計
合成床版
パネル

スタッド
配置図

合計

A橋 467 754 1,221 411 289 700

B橋 467 454 921 398 167 565

C橋 162 324 486 125 110 235

D橋 162 342 504 131 139 270

E橋 162 342 504 135 121 256

F橋 357 344 701 293 141 434

G橋 216 264 480 187 105 292

H橋 357 344 701 289 111 400

I橋 260 304 564 197 108 305

合計 2,610 3,472 6,082 2,166 1,291 3,457

作図時間削減効果： 2,625

自動作図システム (hr)従来方法 (hr)
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